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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1974
（昭和49）

1975
（昭和50）

1976
（昭和51）

1977
（昭和52）

・暴走族問題の研究

・「数寄屋橋交差点」の研究（その１）
・「数寄屋橋交差点」の研究（その２）
・東日本における暴走族と青少年問題
・西日本における暴走族と青少年問題
・数寄屋橋交差点における快適な交通環境

・社会病理学的にみた暴走族問題の分析
・くるまを中心とした青少年諸特性の研究
・特定交通事故の徹底的研究
・ドライバーにとっての自然最適速度とは
・視覚情報システムから見た信号・標識等の検討
・これからの人間行動と交通需要
・気持ちよく歩けるための条件発見
・バスシステム改善の可能性とその限界
・地域文化特性と運転行動の研究

・東日本における暴走族と青少年問題
・社会病理学的にみた暴走族問題の分析
・西日本における暴走族と青少年問題
・くるまを中心とした青少年問題－車志向度を予測する判別方式の確立－
・青少年の車志向の予測診断の研究
・ドライバーにとっての自然最適速度とは
・視覚情報システムから見た信号・標識等の検討
・快適な歩行環境
・パラ・トランジット（準公共交通機関）の研究
・地域文化特性と運転行動
・都市交通問題のフレームワーク
・視覚反応による後部灯火器の検討
・交通事故調査の方法論の確立

シンポジウム
・「研究調査テーマアップ」のた
めのリレー・シンポジウム

その他
・定例懇談会
・談話会

シンポジウム
・「日本人と交通」第１回／第２回
・「暴走族と青少年問題を考える」
第１回

その他
・定例懇談会
・会員懇談会

シンポジウム
・「日本人と交通」第３回

国際シンポジウム
・“DISCOVERIES”
－人間の知恵と交通－

その他
・月例懇談会
・講演会

シンポジウム
・「交通をめぐるジレンマ」
・「暴走族と青少年問題を考える」
第２回

その他
・月例懇談会

国際交通安全学会の30年／年表

第1期：1974～1984
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

助成
研究助成 14件
海外研修助成 2件
海外研究者招聘助成 1件

助成
研究助成 6件
海外研修助成 5件
海外研究者招聘助成 1件

助成
研究助成 6件
海外研修助成 5件
海外研究者招聘助成 2件

定期刊行物
・学会通信発行開始

定期刊行物
・学会通信
・Review  Vol.1 -1～2

Vol.2 -1

定期刊行物
・学会通信
・Review  Vol.2 -2～4

Vol.3 -1
・英文交通安全白書（1976）

定期刊行物
・学会通信
・Review  Vol.3 -2～4

Vol.4 -1
・RESEARCH  Vol.1
・英文交通事故統計（1976）
・英文交通安全白書（1977）

出版その他
・「ディスカバリーズ学事始」
・Proceedings  of  the  DISCOVERIES 

Symposium International 1976

昭和49年9月17日設立
・会員の承認（23名）
・助成事業開始

会 長 ：茅 誠司 （～S59）
副会長 ：八十島義之助（～S59）
副会長 ：西田通弘 （～S59）
専務理事：西川清次 （～S59）
常務理事：吉田和夫 （～S56）

連続企業爆破事件（74.8）
◆「安全運転センター」構想発表
◆ガソリン無鉛化スタート（75.2）

・特定公益増進法人（試験研究法
人）の認定
・寄附行為改正
・学会規程の策定
・新会員入会（４名）
・学会誌「IATSS Review」初刊
・学会案内制作

ベトナム戦争終結（75.4）
◆ヘルメット着用義務違反減点制
度（75.7）
◆自動車安全運転センター法公布
（75.7）および業務開始（76.1）
◆都区内全域40km/h制限（75.10）
◆暴走族問題深刻化

・英文交通安全白書初刊

ロッキード事件で田中前首相逮捕
（76.7）

◆中央自動車道全線開通（76.5）
◆首都高速湾岸線開通（76.8）

・英文論文集「IATSS RESEARCH」
初刊
・英文交通事故統計初刊
・情報検索システム（IDO-LIB）
の開始

ダッカ日航機ハイジャック事件
（77.9）

◆首都高5号線全線開通（77.8）

第1期：1974～1984 pp.170～175
第2期：1985～1994 pp.176～183
第3期：1995～2004 pp.182～189
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1978
（昭和53）

1979
（昭和54）

1980
（昭和55）

1981
（昭和56）

・青少年の車志向の予測診断の研究－予測診断票の開発－
・速度と交通事故の関係
・地域文化特性と運転行動－ソーシャルスピードのインデックス化－
・視覚反応による後部灯火器の検討
・「ドライバーの意識と行動」国際比較
・モビリティ研究のフレームワーク
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
・縦断勾配と燃料消費率の相関に関する調査研究
－トラックとバスについて－

・速度と交通事故の関係
・地域文化特性と運転行動
・視覚反応による後部灯火器の検討
・モビリティ研究のフレームワーク
・障害者通勤システムの実態把握と開発に関する研究
・交通の記録
・景観と車の調和
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅡ）

・モビリティ研究のフレームワーク
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅢ）
A 交通取締用四輪車の乗務員研修カリキュラムの研究
B 青少年の交通安全教育

・交通の記録
・道路景観：認知構造と評価尺度の構成
・自動車の安全に関する研究
・数寄屋橋交差点の事後評価＜大型スクランブル交差点の研究そのⅡ＞
・動的な環境における視感覚の特性－車間距離の選定－
・東南アジアの交通に関するフィジビリティ・スタディ
・国際共同研究：「自動車の将来」
＊二輪車の前照灯昼間点灯の効果測定に関する研究
＊自動車走行経費調査

＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅣ）
A 指定自動車教習所指導員の研修カリキュラムの研究
B 青少年運転者のための指導者研修カリキュラムの研究

・交通の記録
・道路景観－路側景観の視知覚構造の解析－
・車社会をめぐる安全問題
・数寄屋橋交差点の研究モデルの記録（記録映画「学際研究への挑戦」）
・動的な環境における視感覚の特性－車間距離の選定－
・東南アジアの交通に関するフィジビリティ・スタディ
＊自動車利用に関する対策の研究－国際共同研究－
・社会的速度と精神的疾患
・交通と通信の代替・補完関係
・交通安全対策の総合評価
＊青少年問題に関する調査研究
＊運転免許更新時講習の評価に関する調査研究

シンポジウム
・「人とモビリティ」

国際シンポジウム
・「人とモビリティ」

その他
・月例懇談会
・都市問題研究会
・交通行政研究会

シンポジウム
・「明日の交通社会の姿を求めて」

その他
・月例懇談会

国際シンポジウム
・「高速社会と人間」

その他
・危機管理研究会
・月例懇談会

シンポジウム
・「交通と通信
－そのかかわり合いと展望－」

その他
・危機管理研究会
・価値研究会
・月例懇談会
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

助成
研究助成 7件
海外研修助成 2件
海外研究者招聘助成 2件

業績部門
・（社）交通工学研究会の事業（交通工学研究会）
・沖縄県交通方法変更対策実施事業
（沖縄県、沖縄県警察本部、沖縄県教育委員会）
論文部門
・交通研究のマトリックス （角本良平）
・人－車系の挙動の測定と管理 （船津孝行）
・青少年と運転免許 （菊池哲彦）
・都市交通対策の戦略と戦術－市長への提言

（宮崎正雄）
助成
研究助成 6件
海外研修助成 3件
海外研究者招聘助成 2件

業績部門
・フィリピン道路交通訓練センター事業の設
立運営
（事業に貢献した日本人専門家グループ16名）

助成
研究助成 6件
海外研修助成 1件
海外研究者招聘助成 2件

業績部門
・独自のバス接近表示システム導入などバス
サービスの改善 （秋田市）
論文部門
・交通行動に関連した景観体験の空間意味論
的考察 （中村良夫）
・短期交通政策の効果測定モデルとその適用
例 （杉恵頼寧）

助成
研究助成 5件
海外研修助成 2件
海外研究者招聘助成 2件

定期刊行物
・学会通信の廃止
・Review Vol.4 -2～4

Vol.5 -1
・RESEARCH  Vol.2
・英文交通事故統計（1977）
・英文交通安全白書（1978）

出版その他
・「人とモビリティ」
・“An Easy Guide to the Road  Traffic Law 

Revisious”
・「交通科学関連用語集」
・「沖縄730への道」（記録映画）
・都市問題研究会講演記録

定期刊行物
・Review Vol.5 -2～4

Vol.6 -1
・RESEARCH  Vol.3
・英文交通事故統計（1978）
・英文交通安全白書（1979）

出版その他
・研究･研修助成報告集Vol.1
・月例懇談会講演記録
・設立五周年記念講演会記録

定期刊行物
・Review Vol.6 -2～4

Vol.7-1 長距離トラック輸送の
諸問題

・RESEARCH Vol.4
・英文交通事故統計（1979）
・英文交通安全白書（1980）

出版その他
・「高速社会と人間」
・研究・研修助成報告集Vol.2
・月例懇談会講演記録
・危機管理研究会講演記録

定期刊行物
・Review

Vol.7-2 道路におけるレクリエーショ
ン交通

3 障害者にとっての交通環境
増 IATSSプロジェクト報告
4 歩行者道路

Vol.8-1 これからの交通教育
・RESEARCH Vol.5
・英文交通事故統計（1980）
・英文交通安全白書（1981）

出版その他
・危機管理研究会講演記録
・価値研究会講演記録

成田空港開港（78.5）
日中平和友好条約調印（78.8）
◆沖縄県交通方法変更（78.7）

・学会賞（業績部門・論文部門）
授与の開始
・特別研究員制度制定
・学会設立五周年記念講演会

日本坂トンネル事故（79.7）
ソ連のアフガン侵攻（79.12）
◆二輪車昼間点燈運動展開（79.9）
◆自動車電話営業開始（79.12）

モスクワオリンピック（80.7）
イラン・イラク戦争勃発（80.9）
◆三ない運動論議高まる

・新会員入会（14名）
・学会賞授賞式を研究調査報告会
と合同で開催開始

ホテルニュージャパン火災（82.2）
日航機羽田空港沖墜落事故（82.2）
◆新規運転免許証即日交付の開始

（82.1）
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1982
（昭和57）

1983
（昭和58）

1984
（昭和59）

＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅤ）
A 大型貨物自動車運転者の研修カリキュラムの研究
B 安全運転管理者選任事業所指導者の研修カリキュラムの研究

・動的な環境における視感覚の特性
・東南アジアの交通に対するフィジビリティ・スタディ
＊自動車利用に関する対策の研究－国際共同研究－
・交通と通信の代替・補完関係
・交通安全対策の総合評価
・空間認識とモビリティ
・高齢化社会における自動車交通のあり方
＊交通安全教育の総合的・計画的推進に関する調査研究
＊運転免許更新時講習の充実に関する調査研究
－交差点における運転者行動の研究－

・安全に関する研究
・二輪車交通教育の実践モデル研究
・混合交通の新しい秩序づくり
・車社会をめぐる安全問題
・交通の記録

＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅥ）
A 旅客自動車運転者の研修カリキュラムの研究
B 高度な安全運転教育のための機器・機材の研究

＊交通公園の研究
・東南アジアの交通に対するフィジビリティ・スタディ
・車社会をめぐる安全問題
＊自動車利用に関する対策の研究－国際共同研究－
・交通と通信の代替・補完関係
・空間認識とモビリティ
・高齢化社会における自動車交通のあり方
＊運転免許更新時講習の充実に関する調査研究
－事故発生時における運転者行動の研究－

・二輪車交通教育の実践モデル研究
＊混合交通における新しい秩序づくり
・二輪車前照燈昼間点燈の効果に関する研究
＊シートベルト着用推進に関する調査研究
・214/527プロジェクトの映画化
・明日の交通安全

・自動車交通災害および後処理システムのオプティミゼーションの研究
・市民参加型安全キャンペーンモデルの提言
・人－車系における目－頭－車の協応動作
・トランジットモールの研究
・交通と通信の関係をめぐる研究
・自動操縦に関する研究
・路面公共輸送の道路優先システムに関する調査研究
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅦ）
A 中央研修所における教育担当者の養成力リキュラムの研究
B 機器・機材を用いた高度な安全運転教育の授業設計研究

・空間認識とモビリティ
＊高齢化社会における自動車交通のあり方
・二輪車交通教育の実践モデル研究
・214/527プロジェクトの映画化

国際シンポジウム
・「人と空間」

その他
・危機管理研究会
・価値研究会
・月例懇談会

シンポジウム
・「交通の安全を考える

－これからの方向と展開－」

国際シンポジウム
・「技術・文化と発展」（共催）
（マレーシア・クアラルンプール）

その他
・価値研究会
・月例懇談会

国際シンポジウム
・「都市と交通
－その知恵と実践－」

IATSSフォーラム
・マレーシア委員会設立

その他
・未来戦略研究会
・月例懇談会
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・七ヶ浜ニュータウン開発事業における生活
道路の新しい考え方と実現

（西武都市開発㈱）
・架空の「道後村」めぐりの創設と地方文化
の活性化ならびに歩行原点の再認識

（松山市道後商店街振興組合）

助成
研究助成 5件
海外研修助成 2件
海外研究者招聘助成 3件

業績部門
・ニュータウン開発における新交通システム
「ユーカリが丘線」の導入 （山万㈱）
・救急医療情報システムの導入と活用

（愛知県救急医療情報センター）
著作部門
・都市と交通 （岡並木）
・まちづくりと歩行空間－豊かな都市空間の
創造をめざして－ （今野博）
・都市ヨコハマをつくる－実践的まちづくり
手法－ （田村明）

助成
研究助成 5件
海外研修助成 1件
海外研究者招聘助成 3件

業績部門
・長野市の交通施設整備を中心とした総合的
街づくり （長野県／長野市）
著作部門
・都市問題の系譜 （磯村英一）
・続・街並みの美学 （芦原義信）
論文部門
・高速道路トンネルの交通現象 （越正毅）
・住区内街路に生ずる交通の類型化と特性分
析 （竹内伝史／高木俊二）
・二輪車の事故事例分析とそれに基づいた運
転者教育の提言 （長山泰久）

助成
研究助成 5件
海外研修助成 1件
海外研究者招聘助成 2件

定期刊行物
・Review

Vol.8-2 公共交通とサービス
3 研究プロジェクト報告
4 地震と交通
5 雪と交通

Vol.9-1 地区道路・その新しい在り方
使い方

・RESEARCH      
Vol.6 Special Issue
・英文交通事故統計（1981）
・英文交通安全白書（1982）

出版その他
・「人と空間」
・研究・研修助成報告集Vol.3
・月例懇談会講演記録
・危機管理研究会講演記録
・価値研究会講演記録

定期刊行物
・Review

Vol.9-2 交通における二輪車の新しい
位置づけ

3 研究プロジェクト報告
4 新しい交通技術
5 高齢化社会と交通問題

Vol.10-1 トンネルと交通
・RESEARCH Vol.7
・英文交通事故統計（1982）
・英文交通安全白書（1983）

出版その他
・「青少年ドライバー
－意識・行動・事故－」

・月例懇談会講演記録
・価値研究会講演記録

定期刊行物
・Review

Vol.10-2 交通情報
3 研究プロジェクト報告
4 運転者教育
5 歩行行動

Vol.11-1 保険と交通
・RESEARCH Vol.8
・英文交通事故統計（1983）
・英文交通安全白書（1984）

出版その他
・「都市と交通－その知恵と実践－」
・十周年記念出版「人間・交通・安全」
・月例懇談会講演記録
・研究・研修助成報告集Vol.4

・学会賞に著作部門を新設し、審
査を始める

フォークランド紛争（82.4）
◆東北新幹線開業（82.6）
◆上越新幹線開業（82.11）
◆両上肢障害者用自動車認可／
同免許の交付（82.4／82.7）
◆中央自動車道全線開通（82.11）
◆中国自動車道全線開通（83.3）

日本海中部地震（83.5）
アキノ氏暗殺（83.8）
大韓航空機サハリン上空で撃墜

（83.9）
◆新車車検を３年に延長（83.7）
◆ハイウェイラジオ本放送開始

（83.12）

・設立十周年記念行事
・アセアン人材養成活動の開始
（IATSSフォーラム設立）
・寄附行為の改正
・「本田藤澤記念財団国際交通安
全学会」から「財団法人国際交
通安全学会」へ名称変更
・会員の60歳定年制導入

会 長 ：八十島義之助（～H2）
副会長 ：岡村總吾 （～H2）
副会長 ：千々岩雄平 （～H1）
専務理事：滝田一成 （～H2）
常務理事：鈴木辰雄 （～H2）

グリコ社長誘拐事件（84.3）
総務庁発足（84.7）
◆運転免許保有者数が５千万人突
破（84.8）



年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1985
（昭和60）

1986
（昭和61）

1987
（昭和62）

・第４次交通安全基本計画の策定に関する提言
＊聴力が運転に及ぼす影響に関する調査研究
・飲酒運転に関する総合的研究
・ニューメディアの通信と交通に与えるインパクトに関する研究
・交通における文化的諸要因の国際比較
・Kiss＆Rideの研究
＊高齢ドライバーの交通環境に関する調査研究
＊歩行者事故に関する調査研究
・省エネルギーに関する予備研究
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅧ）
A 中央研修所における教育担当者養成プログラムの研究
B 中央研修所における二輪車交通教育の研究

・高密空間のわかち合い
・高齢化社会における自動車交通のあり方
・高校における二輪車交通教育についての具体的実施策の研究
・市民参加型交通安全キャンペーンモデルの研究
・人－車系における目－頭－車の協応動作
・トランジットモールの研究
・自動操縦に関する研究
・自動車交通災害および後処理システムのオプティミゼーションの研究

＊超大型自動車の運転特性に関する調査研究
＊二輪車の総合的事故防止対策に関する調査研究
・地方都市における街並み修景に関する研究
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅨ）
A 交通安全指導者のための研修カリキュラムの研究（その１）
B 交通取締用二輪車乗務員の研修カリキュラムの研究

・高校における二輪車交通教育についての具体的施策の研究
・市民参加型交通安全キャンペーンモデルの研究
・人－車系における目－頭－車の協応動作
・トランジットモールの研究
・自動操縦に関する研究
・飲酒運転に関する総合的研究
・ニューメディアの通信と交通に与えるインパクトに関する研究
・交通における文化的諸要因の国際比較
・Kiss＆Rideの研究
＊歩行者等事故に関する調査研究
・駐車政策に関する提言

＊色覚異常が運転に及ぼす影響に関する調査研究
・渋滞の研究
・Road Pricingの研究
・文化遺産と交通
・日本人と土地
・これからの交通教育のあり方
＊交通安全教育の体系化に関する調査研究
A 交通安全教育の体系化に関する調査研究
B 我が国における交通安全教育の実態に関する調査研究
C 諸外国における交通安全教育の実態に関する調査研究

・トランジットモールの研究
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅩ）
A 交通安全指導者のための研修カリキュラム（その２）
B 安全運転中央研修所における国際課程の研究

・自動操縦に関する研究

シンポジウム
・「今後10年の展望」（非公開）

国際シンポジウム
・「都市交通と環境」（共催）
（タイ・バンコク）

・「近代化過程における工業技術
開発の社会的背景」（共催）
（インドネシア・ジャカルタ）

国際交流
・北京市交通工程学会代表団来日
・IATSS代表団訪中

IATSSフォーラム
・第１、２回開催
・タイ委員会・インドネシア委員会
設立

その他
・未来戦略研究会
・行政研究会
・月例懇談会

国際交流
・中国都市交通工程学会準備委
員会代表団来日

IATSSフォーラム
・第３、４、５回開催
・国際諮問委員会の立ち上げ

その他
・未来戦略研究会
・行政研究会
・2010研究会「2010年：日本の
社会」
・月例懇談会

国際交流
・第１回日中交通管理学術討論
会（中国・杭州）

IATSSフォーラム
・第６、７、８回開催
・シンガポール委員会設立

その他
・2010研究会「2010年の交通社会」
・月例懇談会
・特別講演会

（ ）国際交通安全学会誌 Vol.30, 増刊号 平成17年 9 月32
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・よみがえった清流：小松川境川親水公園の
完成 （東京都江戸川区）
・歴史的町並みを生かした町づくり

（鹿児島県知覧町）
論文部門
・交通環境における歩行行動

（中村和男／小林實）

助成
・助成活動の休止

業績部門
・交通条件を改善し“交流の輪”を広げる村
づくり （岩手県田野畑村）
著作部門
・暴走族のエスノグラフィー （佐藤郁哉）
・こどものあそび環境 （仙田満）
・都市に森をつくる－私の公園学－

（半田真理子）
論文部門
・発展途上国の都市交通政策の一視点－都市
貧困層の交通特性と政策－ （太田勝敏）

業績部門
・幹線道路の円滑化を図る“グリーンウェー
ブシステム”の構築 （埼玉県警察本部）
著作部門
・交通安全の研究 （中島源雄）
論文部門
・ランドスケープとしての交通空間（小柳武和）
・大都市商業地における駐車問題とその解決
策 （高田邦道）

定期刊行物
・Review

Vol.11-2 交通と食生活
3 ｢信仰｣と交通
4 交通の質

Vol.12-1 国際化の中の交通問題
・RESEARCH Vol.9
・英文交通事故統計（1984）
・英文交通安全白書（1985）

出版その他
・「YES!シートベルト1985」
・月例懇談会講演記録
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.1

定期刊行物
・Review

Vol.12-2 駐車問題
3 公共交通のデザイン
4 大都市通勤交通の課題

・RESEARCH
Vol.10 Special  Issue: Review on Road   

Safety in Japan
・英文交通事故統計（1985）
・英文交通安全白書（1986）

出版その他
・月例懇談会講演記録
・「高等学校における課外の交通安全指導の
手引き」
・研究助成報告集Vol.5
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS 

Vol.2～4

定期刊行物
・Review

Vol.13-1 交通におけるライフサイクル
2 飲酒と交通
3 キス＆ライド

Vol.14-1 瀬戸大橋
・RESEARCH Vol.11、Vol.12-1
・英文交通事故統計（1986）
・英文交通安全白書（1987）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.5～7

・助成活動の休止
・国際交流部会の設立
・IATSSフォーラム開講
・「IATSS FORUM REVIEWS

AND REPORTS」発行開始

男女雇用機会均等法成立（85.5）
日航ジャンボ機墜落事故（85.8）
◆道交法の大幅改正（85.7）
二輪車ヘルメット着用義務強化、
原付バイク二段階右折、シート
ベルト着用義務強化など
◆関越自動車道全線開通（85.10）

・新会員入会（７名）

チェルノブイリ原発事故（86.4）
◆原付バイクのヘルメット着用義
務化（86.7）
◆東北自動車道全線開通（86.7）

・ IATSS RESEARCHをオリジナル
論文主体に転換し、年２回発行へ

国鉄分割民営化（87.4）
◆AT車教習の義務化（87.4）
◆国内初エアバック装着車の販売
◆バイク宅配便始まる
◆AT車の急発進事故多発

（ ）IATSS Review Vol.30, special number Sep.,200533
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1987
（昭和62）

1988
（昭和63）

1989
（平成元）

1990
（平成2）

・人－車系における目－頭－車の協応動作
・交通における文化的諸要因の国際比較
＊二輪車の事故防止に関する総合的研究

＊二輪車運転者教育の効果的実施に関する調査研究
＊高齢者事故に関する調査
・高速社会の自動車進化論－安全・快適・高速を求めて－
・自動車の走行速度を規定する要因に関する研究
・マニラにおけるLRT導入の事後評価
＊諸外国の暫定免許制度を中心とした免許行政に関する実態調査
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅥ）
A 中央研修所研修生の基礎資料並びに評価に関する研究
B 中央研修所における研修の効果的推進方策に関する研究

＊二輪車の総合的事故防止対策推進に関する調査研究
・渋滞の研究
・Road Pricingの研究
・文化遺産としての街路
・日本人と土地
＊交通安全教育の体系化に関する調査研究
・交通における文化的諸要因の国際比較
・トランジットモールの研究

＊交通安全総合教育システムづくりのための調査研究
・大都市における道路交通システムの可能性
－技術革新と新しい道路交通システムの構築－

・交通のバイオシステム
・道路交通の改善策（５次五計提言）
・地方都市の交通改善に関する研究
＊自転車事故に関する研究
・交通統計の高度化方策に関する研究
＊危険運転者に対する効果的再教育に関する研究
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅦ）
－交通公園の運営及び青少年力リキュラムの研究－

・自動車の走行速度を規定する要因に関する研究
・LRT導入の事後評価
・文化遺産としての街路
・日本人と土地

＊栃木県における高齢者事故及び高校生の自転車通学問題等に関する研究
＊鈴鹿市の交通問題に関する研究
・新･自転車教育システムの研究－自転車運転技能習熟要因に関する調査－
・シミュレーターを活用した運転教育の研究
・自転車事故に関する研究
＊交通規制と路面改良の組合せによる交通事故抑止対策に関する調査
＊都市交通対策のための調査研究
－道路交通における公共輸送利用促進に関する調査研究－

＊高齢ドライバーの人的事故要因に関する調査研究
＊自動車の安全運転に必要な高度の技能・知識に関する研修の研究
（そのⅧ）－交通危険学の研究－
・自動車の走行速度を規定する要因に関する研究
・大都市における道路交通システムの可能性
－技術革新と新しい道路交通システムの探求－

・交通のバイオシステム
・地方都市の交通改善に関する研究
・交通統計の高度化方策に関する研究
・交通事故観、規範の変遷、キャンペーンに関する研究

国際交流
・ISIRTラウンドテーブル準備
委員会設立（オランダ）
・第２回日中交通管理学術討論会

IATSSフォーラム
・第９、10、11回開催

その他
・トランジットモールセミナー

シンポジウム
・「世界都市・東京の変貌」

国際シンポジウム
・第１回ISIRTラウンドテーブル
「安全」（オランダ）

IATSSフォーラム
・第12、13、14回開催

その他
・LRTインパクトアセスメントセ
ミナー（フィリピン・マニラ）
・懇話会

国際交流
・第３回日中交通管理学術討論会
（中国・北京）
・ISIRTラウンドテーブル準備委
員会（フランス・ニース）

IATSSフォーラム
・第15、16、17回開催
・フィリピン委員会設立

その他
・懇話会

（ ）国際交通安全学会誌 Vol.30, 増刊号 平成17年 9 月34
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・21世紀の仙台都市圏を支える地下鉄システ
ムの構築 （仙台市）
・津軽を首都圏と結ぶ長距離高速バス「ノク
ターン」号（弘南バス㈱／京浜急行電鉄㈱）
著作部門
・豊かな都市環境を求めて （加藤三郎）
・都市の人間環境

（品田穣／立花直美／杉山恵一）
・ネオ・バロックの灯：四谷見附橋物語
（新谷洋二／田島二郎／伊東孝／昌子住江
／窪田陽一）

論文部門
・交通拠点のライフサイクル （月尾嘉男）
・キス＆ライドの実態分析と今後の動向

（内山久雄／山川仁／福田敦）

KOⅢAward
・山岳航空写真家 山田圭一

業績部門
・25年間、27億人を無事故で運んだ新幹線

（新幹線JRグループ）
著作部門
・ローマの道の物語／ローマの道遍歴と散策

（藤原武）
・東アジア鉄道国際関係史 （井上勇一）
論文部門
・欧米の道路交通法にみる考え方（冨永誠美）

KOⅢAward
・鉄道模型「シャングリ・ラ列車博物館」
原信太郎

業績部門
・日本で初の幼・小・中・高一貫した実践的
安全教育－実った先生・生徒一体の努力－

（学校法人生光学園）
・青函連絡船廃止後のターミナル区域の再生

（函館市）
論文部門
・高齢ドライバーと高齢歩行者の交通特性に
ついて （溝端光雄）
・Explanation of and Countermeasures Against 

Traffic Congestion－渋滞のメカニズムと対策－
（越正毅／赤羽弘和／桑原雅夫）

KOⅢAward
・自転車競技と抽象画 加藤一

定期刊行物
・Review

Vol.14-2 複合的交通手段利用の現状と
将来

3 中国の道路交通
4 交通安全と文化的要因

Vol.15-1 ニューフロンティアと交通
・RESEARCH

Vol.12 -2、Vol.13-1
・英文交通安全白書（1988）

出版その他
・「トランジットモールの計画－都心商
店街の活性化と公共交通－」
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.8～9

定期刊行物
・Review

Vol.15-2 明日の物流
3 東南アジア：交通とIATSSフ
ォーラム

4 ロードプライシング
Vol.16-1 次世代都市構想の中の交通シ

ステム
・RESEARCH Vol.13 -2
・英文交通事故統計（1987/1988）
・英文交通安全白書（1989）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.10～13

定期刊行物
・Review

Vol.16-2 交通とアメニティ
3 クリーンカーの展望
4 運転と適性

Vol.17-1 高速交通社会の行方
・RESEARCH Vol.14 -1～2
・英文交通事故統計（1989）
・英文交通安全白書（1990）

出版その他
・「日本人と土地」
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vo.14～16

リクルート事件発覚（88．6）
イラン・イラク戦争停戦（88.8）
昭和天皇崩御（89.1）
◆瀬戸大橋開通（88.4）
◆北陸自動車道全線開通（88.7）
◆交通事故死者数１万人を突破

（88.12）

・新会員入会（16名）

副会長 ：鈴木正利（～H2）

消費税導入（89.4）
天安門事件（89.6）
ベルリンの壁消滅（89.11）
◆「交通事故非常事態宣言」発令

（89.11）
◆二輪車昼間点燈普及
◆VICS連絡協議会発足（90.3）

会 長 ：岡村總吾 （～H8）
副会長 ：新谷洋二 （～H3）
副会長 ：岩井 陸 （～H5）
専務理事：三上和幸 （～H8）
常務理事：木村 敦 （～H9）

東西ドイツ統一（90.10）
バブル崩壊始まる
湾岸戦争開始（91.1）
◆「かながわ新運動」発足（90.4）

（ ）IATSS Review Vol.30, special number Sep.,200535
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1991
（平成3）

1992
（平成4）

1993
（平成5）

1994
（平成6）

＊地域交通改善等のための予備研究
＊交差点事故に関する調査
・超安全自動車のソーシャル・バリューに関する研究
・交通社会の価値観変化と自動車モビリティに関する研究
－路上駐車の社会ルールを求めて－

・カー・ボディ・ランゲージの研究
・地方都市の交通改善に関する研究
＊鈴鹿市の交通問題に関する研究
・新自転車教育システムの研究
・交通規範とキャンペーンに関する研究
・シミュレータを活用した運転教育の研究
＊都市交通対策のための調査研究
－道路交通における公共輸送利用促進に関する調査－
＊高齢ドライバーの人的事故要因に関する調査研究

・高齢者と混合交通
・超安全のソーシャル・バリューに関する研究（その２）
－交通施策の評価について－

・交通社会の価値観変化と自動車モビリティ（その２）
－週休２日制の研究－

・高校生に対する交通教育の一方策－「かながわ新運動」の事後評価－
・カー・ボディ・ランゲージに関する研究（その２）
－自動車の情報化と安全性－

・シミュレータを活用した運転教育の研究
＊高齢ドライバーの人的事故要因に関する調査研究

・高齢者と危険予知に関する調査研究
・交通ルール違反とミスマッチに関する調査研究
・都市のライフスタイルとオートモビリティに関する調査研究
・安全教育についての技術的側面からの研究
・国の６次五計提言のための調査研究
－道路交通の問題解決型リサーチニーズの体系的整理－

・情報の与え方と安全性に関する調査研究
＊外国人運転者に対する運転者教育の在り方に関する調査研究

・高齢化社会における生活構造とモビリティに関する調査研究
・女性職業ドライバーに関する調査研究
・地域コミュニティからみた交通マネージメント等交通改善に関する研究
・歩行者、自転車乗用時に対する運転経験の効果に関する研究
・情報の与え方と安全性に関する調査研究
・国の６次五計策定に際しての提言研究
＊交通需要マネージメント策に関する調査研究
＊二輪車の交通環境改善に向けての研究

国際シンポジウム
・第２回ISIRTラウンドテーブル
「道路交通と環境」
（スウェーデン・ストックホルム）
・第３回ISIRTラウンドテーブル
「モビリティの将来」
（フランス・トゥルーズ）

IATSSフォーラム
・第18、19回開催
・国際同窓会発足

その他
・懇話会

国際交流
・ポストISIRT検討キーパーソン
会議（ドイツ・ケルン）

IATSSフォーラム
・第20回開催

その他
・懇話会

国際交流
・ポストISIRT準備委員会

IATSSフォーラム
・第21回開催

その他
・懇話会

国際交流
・ポストISIRT準備委員会（カナ
ダ・ケベック、イギリス・ロン
ドン）

IATSSフォーラム
・第22回開催

（ ）国際交通安全学会誌 Vol.30, 増刊号 平成17年 9 月36
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・新技術と市民の協力による違法駐車排除作
戦 （福岡県警察）
著作部門
・都市圏 発展の構図 （依田和夫）
論文部門
・適性検査をめぐる諸問題 （吉田信彌）
・絵本にみる交通 （延藤安弘）

業績部門
・海外における交通安全へのたゆまぬ取り組
み （国際協力事業団青年海外協力隊）
・新千歳空港駅のコンセプトとデザイン

（JR北海道）
著作部門
・道のはなしⅠ・Ⅱ （武部健一）

業績部門
・県民と一体となって進める交通安全教育
－山口県総合交通センター－

（山口県警察本部）
・世界の電車が走る街－地方都市の活性化と
国際親善－ （土佐電気鉄道㈱）
著作部門
・轍の文化史－人力車から自動車への道－

（齊藤俊彦）
論文部門
・海上交通とリスク管理 （喜多秀行）
・休日交通の実態と道路計画上の問題点

（中村英樹）

業績部門
・路線バス活性化のための地域支援体制づく
り （津軽地域路線バス維持協議会）
・官民一体の社会実験にもとづく交通需要マ
ネージメントの先駆的取り組み

（金沢市／石川県警察本部／石川県）

定期刊行物
・Review

Vol.17-2 自動車情報化システム
3 遊びと交通
4 交通事故関連研究プロジェクト

Vol.18-1 自転車
・RESEARCH Vol.15

1 OECD/Road Transport Research 
Programme

2 Secound ISIRT Round Table
・英文交通事故統計（1990）
・英文交通安全白書（1991）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.17～19

定期刊行物
・Review

Vol.18-2 乗り物とシミュレータ
3 都市内バス輸送の将来
4 リスク管理

Vol.19-1 生涯教育としての交通安全教
育

・RESEARCH Vol.16
1 Some Issue on Visual Information  

Acquisition and  Attention in Driving
2 Third ISIRT Round Table
・英文交通事故統計（1991）
・英文交通安全白書（1992）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.20

定期刊行物
・Review

Vol.19-2 余暇と交通
3 ISIRTラウンドテーブル
4 安全の概念

Vol.20-1 わが国の交通安全史
・RESEARCH Vol.17

1 Current Research Topics  for ASIA
2 Electric Vehicles

・英文交通事故統計（1992）
・英文交通安全白書（1993）

出版その他
・「交通安全と街づくり」
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.21

定期刊行物
・Review

Vol.20-2 自動車行政と規制緩和
3 高齢社会と交通
4 学会設立二十周年記念

・RESEARCH Vol.18 -1～2
・英文交通事故統計（1993）
・英文交通安全白書（1994）

副会長：越 正毅 （～H8）

雲仙普賢岳火砕流発生（91.6）
ソ連崩壊（91.12）
◆スパイクタイヤの禁止（91.4）
◆自動車安全運転センター中央研
修所業務開始（91.5）
◆救急救命士制度スタート（91.8）
◆VICS推進協議会設立（91.10）
◆AT車限定免許施行（91.11）
◆交通事故総合分析センター設立

（92.3）

・新会員入会（７名）

地球サミット（92.6）
PKO協力法が成立（92.6）
EC統合市場発足（93.1）
◆山形新幹線開業（92.7）
◆救急医療ヘリコプター実用実験
開始（92.7）
◆電動車いすの法制化（92.11）
◆原付免許の技能講習義務化施行

（92.11）

・IDO-LIB終了

副会長：宮田 勝 （～H8）

皇太子ご成婚（93.6）
北海道南西沖地震（93.7）
◆環境基本法成立（93.11）

・設立二十周年記念式典
・警察庁長官感謝状授与さる
・IATSSフォーラム創設十周年
記念式典
・阪神・淡路大震災後、特別調査
団を派遣

（ ）IATSS Review Vol.30, special number Sep.,200537
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1994
（平成6）

・神戸地域大震災道路交通改善調査 その他
・懇話会

（ ）国際交通安全学会誌 Vol.30, 増刊号 平成17年 9 月38
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1995
（平成7）

1996
（平成8）

1997
（平成9）

・持続可能な交通シェアリング
・阪神・淡路大震災交通調査
・地域コミュニティからみた交通改善
・生活構造からみた高齢者交通政策への提言
・地域保全からみた交通システムに関する研究
＊二輪車の交通環境改善に向けての研究
＊高度交通情報システムに係わるヒューマンインターフェイスについての
調査研究
＊今後の交通社会に対応した交通安全教育に関する調査研究
＊鈴鹿市の交通問題に関する調査研究

・観光交通計画手法の体系化
－地域保全からみた交通システムに関する研究－

・災害時の道路交通マネージメント
・シルバーによるシルバー交通安全対策（交通教育）の提案
・成熟社会における地域交通の将来を探る
・都市の自転車交通に関する研究
＊安全運転中央研修所研修生の研修後の運転行動等に関する調査研究
＊交通安全教育に関する調査研究

・わが国の交通事故死者数を中期的に半減するための総合的研究
・人間の環境情報処理から見た交通事故多発地点の原因解析
・事故・災害のコスト評価とリスクマネジメント
・歩行者自転車優先地区（Autofree District）の計画
－交通管理計画のモデルプラン作りと実現へのプロセス－

・高齢者の「ヒヤリ地図」づくり
－そのマニュアルの完成と啓発手法としてのビデオ制作－

＊先行対策の具体的手法に関わる研究 －交通アセスメントに向けて－
＊今後の運転免許教育の有効的な在り方に関する調査研究
－教習所の教育方法の再検討－

＊諸外国における交通安全教育の実態に関する調査研究

シンポジウム
・「ポスト20周年を考える会」
・「宇都宮の交通問題とその対策」

国際シンポジウム
・ ISSOT 95（留学生シンポジウム）
“Transportation in Japan”

IATSSフォーラム
・第23回開催
・ベトナム委員会設立
・国際事務局連絡会議の立上げ

その他
・懇話会

シンポジウム
・「高齢ドライバーの交通安全
教育と課題」

国際シンポジウム
・ ISSOT 96
“Cooperation with Different  

Perspectives”

IATSSフォーラム
・第24回開催

その他
・IATSSトーク

国際シンポジウム
・ ISSOT 97（韓国・ソウル）
“How to Tackle Transportation 

Problems in Large Cities”

国際交流
・ポストISIRT国際プロジェクト
検討会議（イギリス･ロンドン）

IATSSフォーラム
・第25回開催

第3期：1995～2004



褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

論文部門
・哲学的－人間学的にみた安全性の概念と教
育の課題 （森田孝）

20周年記念助成
・学術文献支援（リサーチエイド）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.22

NATOがボスニア空爆（94.4）
松本／地下鉄サリン事件（94.6/95.3）
阪神・淡路大震災（95.1）
◆優良運転者の免許有効期限延長
の施行（94.6）
◆関西国際空港開港（94.9）

（ ）IATSS Review Vol.30, special number Sep.,200539
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・大学の教養教育における総合的な交通安全
教育の展開 （熊本大学教養部）
・市民モビリティ向上のための総合交通施策

（武蔵野市）
論文部門
・週休２日制の普及に伴う交通需要の変動に
関する研究 （若林勝司／高田邦道）

業績部門
・物流ドライバーの交通安全教育
─企業内教育から社会への展開─

（㈱クレフィール湖東）
論文部門
・Cognitive Capacity and Concurrent Driving 

Performance in Older Drivers
(Laura A. Cushman)

業績部門
・市民と行政による都心交通問題への取り組
み （札幌市都心交通対策実行委員会）
・超低床トラムの導入 （熊本市交通局）
著作部門
・瀬戸大橋と地域経済─21世紀への架け橋の
軌跡と課題─ （井原健雄）
論文部門
・子どもの交通事故 （斉藤良子）

定期刊行物
・Review Vol.21

1 社会的スキルと交通
2 大規模災害と道路交通
3 IATSSプロジェクト報告
4 物流施設
・RESEARCH Vol.19

1 Motorcycle Safety in  the Near Future
2 Toward Sustainable Urban Transport:

Issue,Innovative Measures and Local  
Initiatives

・英文交通事故統計（1994）
・英文交通安全白書（1995）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.23

定期刊行物
・Review Vol.22

1 並木と街路樹
2 IATSSプロジェクト報告
3 子どもと交通社会
4 地球環境問題と交通
・RESEARCH Vol.20

1 Traffic Safety for Elderly Drivers
2 Traffic Accident Analysis and Traffic 

Safety Policies
・英文交通事故統計（1995）
・英文交通安全白書（1996）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.24

定期刊行物
・Review Vol.23

1 バリアフリーの交通社会をめざして
2 IATSSプロジェクト報告
3 大震災と道路交通
4 近代の遺産「百メートル道路」
・RESEARCH Vol.21

1 Innovative Economic and Social 
Regulation Policies For Land Transport

PL法施行（95.7）
北海道トンネル岩盤崩落事故

（96.2）
◆横浜にて第２回ITS世界会議

（95.11）

・新会員入会（16名）

会 長 ：越 正毅（～H16現在）
副会長 ：深津賢輔 （～H11）
専務理事：國枝英郎 （～H13）
常務理事：黒川陸奥男 （～H16）

O-157流行（96.7）
ペルー日本大使公邸人質事件

（96.12）
動燃東海爆発事故（97.3）
◆VICS営業開始（96.4）
◆交通事故死者が９年ぶりに１万
人を下回る（96.12）
◆ETC試験運用開始（97.3）

香港返還（97.7）
山一證券破綻（97.11）
地球温暖化防止京都会議（97.12）
◆東京湾アクアライン開通

（97.12）



年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

1997
（平成9）

1998
（平成10）

1999
（平成11）

2000
（平成12）

・視覚障害者の歩行者としての交通安全ニーズに関する調査研究
・交通事故対策効果の評価体系整備に関わる基礎研究
・実現可能なエコシティへの道
－街路空間の使い方と地区交通管理計画への提言－

・ドライバーの危険回避行動に関する基礎分析
・都市の交通の整合化に向けた制度的方策に関する総合研究
・人間の環境情報処理から見た交通事故多発地点の原因解析
＊チャイルドシートの着用実態に関する調査研究
＊身体障害者の運転特性と教育手法に関する調査研究
・地方自治体に向けた「交通事故を中期的に半減するための提言」

・大規模震災時におけるマイカー交通規制のあり方に関する調査研究
・視覚障害者の歩行中の交通事故を防ぐための具体的な対策の提言
・交通におけるNPOの可能性
・「ヒヤリ地図づくり」提案の成果とその運用に関する研究
・都市と交通の整合化に向けた制度的方策に関する総合研究
・ドライバーの危険回避行動に関するモデル分析
・事故対策効果の評価・調査法に関する実践的研究
・地方自治体に向けた「交通事故を中期的に半減するための提言」
＊交通アセスメントに関する調査研究
＊身体に保有するアルコールの程度が政令数値（0.25mg）以下の場合の
運転操作等に与える影響に関する調査研究
＊運転免許に係わる欠格事由の在り方に関する調査研究
・台湾地震交通調査

＊交通アセスメントに関する調査研究
・災害時の道路交通マネジメントならびに震災に強い交通システムに関す
る研究─集集大震災を例に─
・ITS社会に向けてのドライバー間コミュニケーションのあるべき姿の
検討
・「ヒヤリ地図づくり」提案の成果とその運用に関する研究
・過疎地域における生活交通サービスの提供方策に関する検討
・ロードプライシングに関する調査研究
・高齢ドライバーのリスクテイキング行動の研究
・鎌ヶ谷市をモデル地区とした「交通事故半減システム」の研究
・車成熟社会での市民・自治体と交通警察のあり方に関する研究
・車いす使用者の交通安全ニーズに関する調査研究

その他
・IATSSトーク
・IATSSセミナー

シンポジウム
・「震災時の交通マネージメント」
・「地域間交流活性化と観光」

（共催）
・“Road Safety Strategy and 

Targets in Great Britain”（共催）

国際シンポジウム
・ ISSOT 98
“Transportation in the 21st Century”

国際交流
・ポストISIRT国際プロジェクト
検討会議（フランス・リヨン）

IATSSフォーラム
・第26回開催
・ラオス委員会設立

その他
・IATSSトーク
・IATSSセミナー

国際シンポジウム
・ ISSOT 99（台湾・台北）
“Towards a Sustainable   

Transportation system in Asia”

IATSSフォーラム
・第27回開催
・カンボジア委員会設立

その他
・IATSSトーク
・IATSSセミナー

シンポジウム
・「車社会はどう変わるか」
第１回「マルチメディアとコミュ

ニケーション」
第２回「エネルギーと環境」

国際シンポジウム
・ ISSOT 2000
“People, Nature & Mobility”

IATSSフォーラム
・第28回開催
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・ケアドライバー（タクシー）による介護サ
ービス （㈱メディス）
・市民への応急手当普及による社会復帰率の
向上 （秋田市消防本部）
著作部門
・クルマ社会アメリカの模索 （西村弘）
論文部門
・巨大都市インフラ構想を比較する

（西山康雄）

業績部門
・宅配ドライバーによる「こども交通安全教
室」の実施 （ヤマト運輸㈱）
・労使協働によるオムニバスタウンの創生

（松江市／松江市労働組合連合会）
論文部門
・自転車交通をめぐる法律問題 （松村良之）

業績部門
・デザインを中心とした魅力ある鉄道づくり
による地域活性化 （九州旅客鉄道㈱）
著作部門
・まちづくりのための交通戦略

（山中英生／小谷通泰／新田保次）

2 TransportationResearch :10Years Review  
and Prospects for the Coming Decade

・英文交通事故統計（1996）
・英文交通安全白書（1997）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.25

定期刊行物
・Review Vol.24

1 まちづくりと交通
2 アクティブ・セーフティ
3 イベント交通論
4 交通とくらし
・RESEARCH Vol.22

1 TDM
2 ITS and Safety
・英文交通事故統計（1997）
・英文交通安全白書（1998）

出版その他
・「ヒヤリ地図をつくろう」（冊子・ビ
デオ）
・「魅力ある観光地と交通」
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS 

Vol.26

定期刊行物
・Review Vol.25

1 交通をめぐる法
2 交通事故と救急医療
・RESEARCH Vol.23

1 Issue on Driver Training and Licensing
2 Non-Motorized Transport
・英文交通事故統計（1998）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.27
・IATSS ACTIVITIES 1999
・IATSS Review 電子ブック版
（Vol.1-1～Vol.25-1）

定期刊行物
・Review

Vol.25-3 通勤・通学と交通
4 交通とメディア

Vol.26-1 投稿特集
2 交通機関におけるオペレータ
ーとしての人間とその問題点

・RESEARCH Vol.24
1 Transport and the Environment
2 Risk Management in Transport
・英文交通事故統計（1999）
・英文交通安全白書（1999）

・寄附行為改正
・特別評議員制度の廃止と評議員
制度の設置

和歌山カレー事件（98.7）
ユーロ始動（99.1）
◆明石海峡大橋開通（98.4）

・設立二十五周年
・海外特別顧問制度制定
・学会規程の改定
・既刊ReviewのCD-ROM版作成
・学会ホームページ開設
・IATSS Reviewの電子出版開始
・海外広報活動強化のため「IATSS 

ACTIVITIES」を年１回発行開始

副会長：大久保博司（～H16）

台湾集集地震（99.9）
JCO臨界事故（99.9）
◆運転中の携帯電話使用禁止

（99.11）

・ IATSS RESEARCHの電子出版開始
・英文ホームページの開設

（ ）IATSS Review Vol.30, special number Sep.,200541
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

2000
（平成12）

2001
（平成13）

2002
（平成14）

2003
（平成15）

＊高齢運転者に対する視覚機能の検査の在り方に関する調査研究
＊高齢者の安全・快適なモビリティの確保に関する調査研究
＊諸外国の運転免許制度に関する調査研究
・交通安全施設等整備事業計画提言準備委員会

＊高齢者の安全・快適なモビリティの確保に関する調査研究
・交通安全施設等整備計画提言委員会
・障害者用駐車スペースの利用の適正化に関する総合的研究
・高齢ドライバーのリスクテイキング行動の研究
・交通需要マネジメントのための交通行動変容研究
・車成熟社会での市民・自治体と交通警察のあり方に関する研究
・過疎地域における生活交通サービスの提供システムに関する研究
・ローカルガバナンスと都市交通環境
＊市民参加型交通安全対策の実現に向けた社会実験
＊規制的手法を中核としたTDMに関する調査研究
＊諸外国の運転免許制度に関する調査研究

＊規制的手法を中核としたTDMに関する調査研究
・高齢ドライバーへの教育・指導プログラムの開発
・開発途上国におけるオートバイの都市交通手段としての役割と限界に関
する研究
・自治体における市民参加型交通安全対策支援システムの研究
・ローカルガバナンスと都市交通環境
・高齢化社会におけるドライバの運転動作とサポートシステムの在り方
に関する研究
・参加型社会の交通管理と市民
・過疎地域における生活交通サービスの調達方策に関する研究
＊諸外国における聴覚に係る運転適性に関する調査研究

・高齢ドライバーへの教育プログラムと支援システムの開発
・開発途上国におけるオートバイの都市交通手段としての役割と限界に関
する研究
・市民参加型交通安全対策支援システムの面的な交通安全対策への適用
・交通バリアフリー教育の内容の選定と方法の開発
・「安全」を考察する
・市民の多様性を考慮した参画型交通管理手法の検討
・地球環境・高齢化社会にふさわしい「道路交通パフォーマンスマネジメ
ント」手法
＊運転適性に係る色彩識別能力及び視覚障害に関する調査研究
＊安全運転と視覚との関係に関する調査研究
＊安全運転と聴覚との関係に関する調査研究

シンポジウム
・「車社会はどう変わるか」
第３回「交通と都市文化」

IATSSフォーラム
・第29、30回開催

その他
・IATSSセミナー

国際シンポジウム
・「ITS導入とシステム・法律・
ユーザの諸問題」

・ ISSOT 2002 
“Transportation Strategies  in Asian 

Cities”

IATSSフォーラム
・第31、32回開催
・ミャンマー委員会設立

その他
・IATSSセミナー

国際シンポジウム
・「世界一安全な道路交通の実現
を目指すキックオフ・ミーテ
ィング」（共催）

・ ISSOT 2003（タイ・バンコク）
“Sustainable Transport  Development   

in Asian Cities”

IATSSフォーラム
・第33、34回開催
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・全市的議論と社会実験の積み重ねによる交
通まちづくり

（鎌倉地域交通計画研究会／鎌倉市）
著作部門
・交通事故とPTSD─交通事故で心に傷を
負った人のために─ （青木勝治）
・都市公共交通政策─民間供給と公的規制─

（正司健一）

業績部門
・「安全・安心なまち」をめざしたコミュニ
ティ活動（春日井安全・安心まちづくり女

性フォーラム実行委員会／春日井市）
著作部門
・路線バスの現在・未来 PART1、2

（鈴木文彦）
・交通経済学 （山内弘 ／竹内健蔵）

業績部門
・おだかe-まちタクシー─デマンド交通シス
テムによる過疎地域の活性化─

（小高町商工会／小高町）
・大都市におけるバスサービスと経営の改善

（東急バス㈱）
著作部門
・道Ⅰ、Ⅱ （武部健一）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.28
・IATSS ACTIVITIES 2000

定期刊行物
・Review

Vol.26-3 交通と環境
4 カーナビゲーションの将来を
展望する

Vol.27-1 交通安全教育の現在
・RESEARCH Vol.25

1 Transport for the People with Disability
2 Mobile Communication in Transport
・英文交通事故統計（2000）
・英文交通安全白書（2000、2001）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.29～30
・IATSS ACTIVITIES 2001

定期刊行物
・Review Vol.27

2 さまざまな乗り物の安全・快適技術
3 民間航空の運行における安全確保の
現状と展望

4 社会に還元する交通研究
・RESEARCH Vol.26

1 Road Pricing
2 Speed Regulation
・英文交通事故統計（2001）
・英文交通安全白書（2002）

出版その他
・「都市再生 交通学からの解答」
・「車社会はどう変わるか」
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.31～32
・IATSS ACTIVITIES 2002

定期刊行物
・Review

Vol.28-1 歩行者支援の実態と展望
2 水上のダイナミックス―水面
を走る安全・安心・快適

増「 ITS導入とシステム・法律
・ユーザの諸問題」

3「持続可能な社会」と交通環境
4 交通施設と都市景観

Vol.29-1 規制緩和後の運輸産業分析
・RESEARCH Vol.27

1 Returning the Fruits of Traffic Research 
to Society

2 Public Transport vs. Private Transport
・英文交通事故統計（2002）
・英文交通安全白書（2003）

三宅島噴火、全島避難（00.9）
オーストリアケーブルカー火災事
故（00.11）
中央省庁再編（01.1）
◆チャイルドシート着用義務化

（00.4）

・新会員入会（８名）

専務理事：石附 弘（～H16現在）

9.11同時多発テロ（01.9）
アフガニスタン戦争（01.10）

日朝首脳会談（02.9）
東電原発問題隠蔽発覚（02.8）
イラク戦争（03.3）
◆飲酒運転罰則、罰金反則金強化

（02.6）

副会長 ：小口泰平（～H16現在）

（ ）IATSS Review Vol.30, special number Sep.,200543
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年度 研究調査（＊印は受託研究） 研究会・国際交流

2003
（平成15）

2004
（平成16）

・地方分権と交通社会
・情報通信を活用した自動車交通社会の提言
・人口減少時代における土地利用フレームワークと交通システム
・障害者に対する交通サバイバル教育の実態分析と課題の明確化
・コミュニティの役割に着目した交通まちづくりにおける意思決定に関す
る研究
・道路交通パフォーマンスマネジメント手法の展開
・市民参加型交通安全対策支援システムの面的な交通安全対策への適用
・東南アジアにおけるオートバイの都市交通手段としての役割と限界に関
する研究
＊自動車等の運転における聴覚情報の補助技術に関する調査研究

ワークショップ
・設立三十周年記念ワークショップ
「10年後に交通事故死者を半減さ
せるために」

国際シンポジウム
・ ISSOT 2004（ベトナム･ハノイ）
“Transportation for Livable Cities:  

Challenges and Opportunities”

IATSSフォーラム
・第35、36回開催
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褒賞（国際交通安全学会賞）・助成 広報・出版 学会の動き／世の中の動き

業績部門
・鉄道再生に向けた行政・住民・企業が一体
となった取り組み （えちぜん鉄道㈱）
・「道路交通政策史概観」の編纂

（道路交通問題研究会）

著作部門
・人間都市クリチバ （服部圭郎）

論文部門
・Basic Study on Tailormade Braking Support

System （廣瀬敏也／澤田東一／小口泰平）

出版その他
・IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.33～34
・ IATSS ACTIVITIES 2003

定期刊行物
・Review Vol.29

2 規制・基準と環境・エネルギーへの
効果

3 アジアのオートバイ
4 トランスポーテーション・デザイン
最前線

・RESEARCH Vol.28
1 Current Research Topics on Transportation

and Traffic Safety in Asian Countries
2 Transport and Emergency Medical  

Response Systems
・英文交通事故統計（2003）
・英文交通安全白書（2004）

出版その他
・ IATSS FORUM REVIEWS AND REPORTS

Vol.35～36
・ IATSS ACTIVITIES 2004

住基ネットワーク本格稼動（03.8）
十勝沖地震（03.9）
SARS問題（03.11）
◆都区内ディーゼル規制（03.10）

・設立三十周年記念式典
・警察庁長官感謝状授与さる
・設立三十周年記念ワークショッ
プ
・新会員入会（11名）

副会長 ：土橋 哲（～H16現在）
常務理事：吉村方宏（～H16現在）

新潟県中越地震（04.10）
スマトラ沖地震（04.12）
◆名古屋にて第11回ITS世界会議

（04.10）
◆運転中の携帯電話使用に罰則

（04.11）
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